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研究成果の概要（和文）：ガーナ、ケニヤ、スーダン、カメルーン、カンボジア、マレーシア、ベトナム、トル
コ、イラン、ロシア、中国の雲南省、内モンゴル自治区などに出張したり現地研究者と連絡研究を行い、アレロ
パシー活性の強い植物を検索した。選抜した植物を重力屈性阻害活性、蔓の巻き付き防止活性を検定する系で検
定した。アメリカネナシカズラを用いるつるの巻き付きを防止する検定法を開発した。これらの系によりクズ、
シラゲクサフジ、アメリカネナシカズラ等のつる植物のつるの巻き付きを阻害する物質を数種見出した。これら
の物質が実際にクズのつるの巻き付きを阻害する検定試験を実施し、現地においても蔓の巻き付きを阻害する活
性のある成分を得た。

研究成果の概要（英文）：In Ghana, Kenya, Sudan, Cameroon, Cambodia, Malaysia, Vietnam, Iran, Turkey,
 Russia, China and other countries, screeing of allleopathic activity were done with the help of 
research scientists in their countries. From the selected plants with potent allelopathic activity, 
screening for gravitropism and prevention of crimbing were done, and several candiate plants were 
selected. A new bioassay specific for climbing was developed by using Cuscuta pentagona, a noxious 
invasive weed. Among these plants, isolation and identification of natural chemicals connected with 
activities were done and several candidate chemicals were isolated. With thiese candidate chemicals,
 pot test with kudzu at green house and field tests were conducted and several candidate chemicals 
were identified. 

研究分野： 化学生態学

キーワード： アレロパシー　つる植物　巻き付き防止　雑草防除　重力屈性　生理活性物質
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）除草剤の 50％はグリフォサートである。

人間に対する毒性が低く広く普及している。

しかし近年抵抗性雑草が増加しその代替が

求められている。しかし合成物からの開発は

行き詰っており、天然物であるアレロケミカ

ルから新たな作用機構を持つ除草剤の開発

が望まれている。世界のトップメーカーであ

るシンジェンタ社は近年、アレロケミカルを

範とする新除草剤メソトリオンを開発しア

レロケミカルに対する期待が高まっている。 

（２）我々の研究グループでは、これまでに

アレロパシーの探索研究を行い、その作用を

経路毎に特異的に検出する生物検定法を開

発し、この方法を用いて日本の植物を中心に

約 4,000 種を検索し、15,000 件のデータを蓄

積している(Fujii ら,1991,2003,2007,2013)。

また、現場で作用しているアレロケミカルを

分析し実証する手法として「全活性法」を提

唱し(Hiradate & Fujii, 2004, 2005)、新規

生理活性物質を 18 種発見し、新規物質

Zeylanoxide 類、Durantanin 類、高活性物質

cis-ケイ皮酸誘導体等に関する５件の特許

を申請・取得している。 

 

２．研究の目的 

（１）これまでの検索で強いアレロパシー植

物の生育している可能性が高い世界の５つ

のフロラを対象にアレパシー活性を精査し、

つるの巻き付きを防止する生理活性物質を

開発することを目的に研究を実施する。これ

までに開発したアレロパシーに特異的な生

物検定法である、葉から出る物質による作用

を検定する「サンドイッチ法」、揮発性物質

による作用を検定する「ディッシュパック

法」、根から出る物質による作用を検定する

「プラントボックス法」を用いて検索する。 

（２）選抜された植物について、重力屈性を

阻害する活性を検定する手法を用いて検定

する。つるの巻き付きを防止する物質の活性

は、インゲン、クズ、アメリカナネシカズラ

などのつる性植物を用いてポット試験およ

び屋外試験で検定する。 

（３）つるの巻き付きを防止する活性を検定

する手法を開発する。インゲン、シラゲクサ

フジ、クズ、アメリカネナシカズラ等を検定

植物とする。 

 

３．研究の方法 

（１）調査対象地域：世界の６つのフロラは

全北植物区系界（北半球全部）、旧熱帯植物

区系界（アフリカ～アジア）、新熱帯植物区

系界（中南米）、ケープ植物区系界（南アフ

リカケープ州）、オーストラリア植物区系界、

南極植物区系界に分類される。栽培作物の起

源としてバビロフが提唱した８つの遺伝子

中心も考慮して調査地域を設定した。 

（２）地域の大学等に出張し、現地研究者と

共同でアレロパシー活性を検定する。一次検

定には応募者が開発したアレロパシーの特

異的検定法である「サンドイッチ法」と「デ

ィッシュパック法」を用い現地で検定する。

検定結果を活性解析プログラムを用いて計

算する。 

（３）つるの巻き付き防止検定法には、イン

ゲン、シラゲクサフジ、クズ、アメリカネナ

シカズラ等を検定植物として用いる。クズを

用いたポット試験、実証試験も検討する。 

 

４．研究成果 

（１）イランのフェルドウシ大学と共同で植

物の探索を行った。その結果、サフラン等に

強い活性を見出した。サフランに含まれる植

物 生 育 阻 害 物 質 と し て サ フ ラ ナ ー ル

(safranal)(図１の(1))を検出した。 

 ロシアコーカサス山脈の標高 2000～3000

ｍの山岳地帯でモスクワ大学の研究者と調

査を行った。オオハナウドの類に活性があり、

作用成分はアンゲリシン(angelicin)(図１

の(2))等のフロクマリン類と揮発性成分の



オクタナール(octanal)であった。 

（２）中国雲南省の雲南漢方薬大学等の協力

で探索した結果、黄連に強い活性を見出した。

活性の一部はベルベリン(berberine)(図１

の(3))で説明できた。内モンゴル農業大学の

協力でモンゴルの砂漠の植物から探索を行

った。 

（３）マレーシアのマラヤ大学の研究者と共

同でマレーシアの植物を検索した結果、サラ

ワク州の植物に強い活性を見出した。その成

分の一部を同定した。 

（４）カメルーンのブエア大学の研究者と共

同でカメルーンの植物の探索を行った結果、

トウダイグサ科の植物に強い活性を得た。 

（５）ガーナのガーナ大学の研究者と共同で

研究を行い、現地において探索を行った結果、

いくつかの薬用植物に強い活性を見出した。 

（６）スーダン農業省およびスーダン科学技

術大学の研究者らと共同で現地で検索を行

った結果、アフリカバオバブ Adansonia 

digitataに強い活性を見出した。揮発性の植

物生育阻害物質を見出した。 

（７）ケニアのジョモケニヤッタ農業大学の

研究者と共同で現地で検索した結果、クレオ

メ属植物に強い活性を見出した。活性成分は

イソチオシアネート誘導体と推定された。ま

た、オーストラリアからアフリカに導入され

た薬用植物 Castanospermum australe に強い

活性を見い出した。その活性成分がカスタノ

スペルミン(castanospermine)(図１の(4))

と推定した。 

（８）パキスタン、カンボジア、ベトナム、

トルコ等の研究者と共同研究を行い現地研

究者が現地で薬用植物等から検索を行った。 

（９）昭和薬科大学の薬用植物園にある世界

各国から収集された植物の活性を検定した

結果、いくつかの有力な候補植物を得た。 

（１０）これまでに得られた有望な植物から、

つるの巻き付きに関与する物質を検定する

手法を用いて作用成分の単離を行い数種の

活性成分を得た。得られた作用成分について

はプロトプラストを用いた細胞への影響も

調べた。 

（１１）つるの巻き付き防止検定法として、

アメリカネナシカズラを用い３日で検定で

きる実験室規模の検定法を開発した。シラゲ

クサフジを用いて温室規模で巻き付きを検

定する手法を開発した。インゲンを用いたポ

ット試験を行った。クズを用いたポット試験、

実証試験を実施した。これらの手法で新たな

つるの巻き付き阻害物質を３種得た。 

（１２）最終的に、現場でくずなどのつるの

巻き付きを防止できる可能性が高い物質を

３系統に絞りこんだ。これらの簡単な実用化

試験を試み、日本国特許を２件申請した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 同定されたおもな物質 
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ｼﾝﾐﾝ・ﾙｵ(Shiming LUO) 

ﾛﾚﾝｽ・ﾓﾅ・ｳﾝﾀﾞﾑ(Lawrence Monah NDAM) 

ｱﾌｨ・ｱﾃｨｱｽ・ﾐｲ(Afui Mathias MIH) 

ﾗｲﾊﾝ・ｲｽﾐﾙ(Raihan ISMIL) 

ﾊﾞｷ・ﾍﾞｲｶｰ(Baki BAKAR) 

田村 尚幸(TAMURA, Naoyuki) 

唐内 里緒(TONAI, Rio) 

小林 賢太朗(KOBAYASHI, Kentarou)、他５名 
 


